９月の文字お越し

M：えーおはようございます。座学の時間になりました。えーとですね、５，６，７，８，９、五回目になりましたね。えー今月は、先月に続き、秋の治療と言う題目で、本田先生に診察法、中本先生に治療法、と言うような分担で、発表していただきたいと思います。えーでは本田先生、え、まず何。はい、あーそうですか、わかりました、中本先生に大まかな、あの座学の概要をお話しいただきます。では、お願いします。

N：えーと、資料をお持ちでない方、手を挙げてもらえますか、コピーしてきます。そのままお願いします。はい、えー、では始めていきます。あの、まず今、大阪が何をしているのか、という事を説明させていただきます。えーと、これは大阪の会員にも大事なことだと思いますので、言っていきます。あの、鍼の治療はですね、大きく分けて二つある訳ですね。えーまず補法と瀉法の二つです。夏期研で、あの平補平瀉というような三つ目の方法が出てきましたが、大きく分けて補と瀉があると思います。そして、補法の対象はですね、精気の虚を、で、瀉の対象は邪気の実になります、それで、大阪は、今ずっと邪気の実を瀉すことを治療の目的としています。で、邪気を瀉すので、当然、その邪気を探さないといけない訳ですよね、邪気の診察がそのために色々あります。えー６１難の四診法だったり、ま、それを基本にして、１３難の尺膚の状態を確認したり、あの１５難の脈も参考にしたりしてですね、今、どういう身体の状態になっているのか、どんな邪がどこに入っているのか、と言うのを見ていく訳ですよね。特に、４９難の邪の診察法、と言うのが重要になってくるのかな、と思います。それで邪の種類、そう言ったものを確認して、そして、鍼をしていっている訳です。

M：ちょっと止めていいですか。（N：はい）あの、基本的な所、もうちょっと確認したいんですけれど。えー、前回の夏期研で、新井康弘先生が中本先生に質問されたところありましたよね。要するに、どう言うんですかね、あの、要するに、虚実だけで、えー邪気を判断しているのかどうか、というような事ですよね。例えば、緩脈なんていうのは、飲食労倦の邪なんて言うのは、堅くはない場合が多いんですよね。（N：はい）そういう時、あの普通は、どう言うんですかね、虚実で言うたら、虚に捉えられると、言うような、たぶん質問だったろうと思います。（N：はい）それに対して中本先生は今のところ、どういうお答えになりますか。

N：あのー、脈の性質的には軟らかくて虚と言う分類になるかと思うのですが、邪として考えると、実と僕は考えているんですね。

M：その実、堅い軟らかいの、どう言うんですか、ま、力がある、力がないの虚実なのか、例えば、どう言うんですかね、量の多い少ないの、と言う意味の二元論なのか、どんな感じなのでしょうか。

N：堅い軟らかいでは、少なくともないと、自分では考えています。邪の入った量だと思います。

M:この辺り、あの、フロアの先生、あの大阪の先生は、多分多少分かっておられるかもしれませんけど、えー今日、入門に来られた先生の中で、どうでしょう、楠本先生、今のやり取り、どう思われましたか。

楠本：突然来てちょっとびっくりしています。（M：突然ですよ、いつも）はい。そうですね、割と一番ここ聞かれることだと思うんですよね、この軟らかい脈に関して虚実。で、私も本部でいて、そういう事よく聞かれるのですが、今一、自分で答えられなくて、まだちょっと、私の場合、堅い軟らかいでずっと判断していたんですけれども、ごめんなさい、まだちょっとピンとこないです。

M：わかりました。日比先生、名古屋代表。どうでしょう。このあたりの捉え方は。先生はどうされていますか。

日比：えっと、最初は堅い軟らかいでやっていたんですが、えー色々勉強するにつれて、大阪のやり方をやろう思うと、邪の、邪と言うか脈状の異常の甚だしさというか、仲間外れ感、そこが一番異常、異常？うん、甚だしく変な脈を打っている所を探すと上手くいくんだな、と言うこと分かってきています。

M：なるほど、じゃあ虚実 、一般的にいう硬い軟らかいの虚実ではない所でも判断されてると言う意味なんでしょうか。（日比：はい、そういう風にしています）わかりました。

M：えーどうでしょう中本先生、（N：ハイ）中本先生の味方ができましたか。敵ばかりじゃなくて味方、あっはっは、増えましたか。（N：全員味方です）あはは、そうですか 、じゃあ続けてください。（N：はい）

N：まあそういうことですね、まあ、治療をしてですね、まー邪を取る治療をして、そして、最終的には、また診察法でその結果を確認していくと言うことをやってます。あの私は、あの四時とかですね、あの五季の治療で、今、臨床は行なっているんですが、中にはですね、この四時や五季には合わない患者さんもおられるんですね、そうする、そうした時に、あのーまあ、合わないから違う方法をやっている、でも、これで良くなると言うのは簡単なんですが、やっぱり今はですね、季節というものを、あのー念頭に置いて臨床してますので、それじゃ面白くないんでね、ですから、あのー、季節、他の考え方というのを勉強する必要があると思って、今は、えー難経の七難の三陰三陽であったり、素問の運気論ですね、と言う、あの－、六気を取り入れてですね、それで考えるようにしています。そうすると、また、だいぶ臨床に幅が出てきて、あのー最初から最後まで、あの－考えが通るようになってきたなーと感じがしています。で、四診の目的は邪の瀉法ということになるのですが、一番大事なことは、その後に精気がちゃんと回復するか、精気の充実があるかって言うことは一番重要になってきます。で、邪をいくら瀉したからといって、 精気が回復しなければ意味がないわけですね、あのこれは夏期研でも言わしてもらったんですが、じゃあ精気を補う治療はしないのか、ということになります。で、補法はやってはいけないのか、というところが、結構を他の会から指摘されることなんですが、まあ大阪はですね、あの、今期のテーマって言うのがありまして、メインテーマが、邪の、邪論の研究、サブテーマが邪正抗争ということになってますんで、あのこれでやっています。 ですから精気を補う治療がいけないとか、ということではなくて、まあ今年はこれでやっていきますので、皆さん、この、えー、邪気の治療というものを、あの勉強してですね、 一緒に理解を深めていければなと思っています。そういうことで、今、大阪は、えー研修を進めています。以上です。

M：ハイ、どうもありがとうございました。 一応そういう概要を述べていただきました。 では、あのー、具体的な話として、秋の治療の第2回目に今から入りたいと思いますので、えー、本田先生用意はよろしいでしょうか。 はい、じゃあ、本田先生よろしくお願いいたします。

H：はい 、それでは、えー、秋の診察法を担当させていただきます、本田です。よろしくお願いします。 秋の診察法ということで 、この季節のどういうふうに捉えていくのか、 どういうことなんですけど、 あのー、実はですね、秋という季節はですね、 あの秋分ですね 、あっすいません立秋ですね、 立秋から始まっているんですね、 これいつから始まっているのかと言うと、 8月7日から立秋に入ります。 だから、ここからもう秋の影響がで始めるといいますか、体としては影響を受け始めるという季節になります。 でも、8月の7日あたり考えてみるとですね、 すごく暑かったですよね。 なかなか秋というものは感じられないのですけど、でも徐々に、その影響を受け始めるというのがこの季節を考えた治療、診察を考える上では必要になります。 それがですね、あのー、10月の20日から土用が始まりますので、それまでは秋の影響を受け続けることになります。 まぁ、夏を考えるとですね 、とても陽気が目立ってくる季節と言います 。あのー、体が陽気の影響を受けてきます 。で、秋というのはですね、その陽気、陽気が盛んだったものがですね、少し減ってきて 、えー陰気が体に影響すると言うことですね。 で、あの、この、影響することをいいますと、 邪気の影響と考えることができます。 それは体にとって 、えー良くないものですよね、 このあの、例えば秋の涼しさなんかは結構出てきていますけど、それが体にとって何か病症を発症するのであれば、 邪気として考えることも出来ますし、 で、この涼しさがですね、 気持ちいいなと思う方はですね、 えー、そんなに邪気としては作用していない 、むしろ体の肥やしになっているということも考えられますので、その感受する体側から診るというのも必要なことだと思っています。 では、その秋の影響というものをどうやって捉えていくのか、 ということなんですけど、 あの、本会はですね、 難経というものをとても参考にしていて、 季節のことが書かれているところがあるんですね、 えー、そこにはですね 、秋の脈というものは 、あのー、羽を、鳥の羽を撫でるが如くと、撫でるが如くと 、まあ鳥の羽を触ってもらうと 良いのですけど、 あのふわふわしている所ではなくて、ちょっと固いところですね、 そういうところを撫でていくと滑らかでなくて、指にこうガシガシザラザラ当たる 、と言いますか 、そういう脈のことを言っているのですね。 後、脈状の話で言いますと、よく聴く濇脈とかですね、 あの遅くて流れが悪くて 、なんか竹の、竹の削るような感触があるような脈が説明されているんですけど、 それを聞いてもちょっと分かりにくいかもしれないんですけど、 とにかくなめらかでなくて、 えー滑らかでない脈のことなります。そういう脈状があった場合は 、秋の影響を受けていることになります。 これ、体にとって良くない時の脈状です。で、逆に体が 、体にとって良い秋の影響を受けている時の脈状は、 どういうものなのかと言うと、 あの、秋の季節、毛脈 、微毛脈というのが健康の人の脈というような記載があるんですが 、あの毛ですよね、ふわっとして、あのー、気持ちいい毛のことを表しています。 だから脈を見たときに 、まあなんとなく、ふわっとして指に当たりが良くて 、しかも押してもですね 、あのすごく潰れないような脈ですね。 だからといって、どんどん打っているわけではないのですよ、あの手触りの良い脈状というのが基本的には、あのー、胃の気がある、健康の脈になります。 治療においてはですね、 えー、まー病脈ですね、 鳥の羽のような脈 、まあ濇脈と言うものをですね、参考にしながら 、あの治療した後は、その健康の人の脈を目指すということになります。 で先月ですね、 胃の気のない脈 、あの風に漂って、ただ舞い上がってしまうような死脈のお話があったと思うのですけど、あの、まあ、これ固い脈だとか 、何か飛んでいくような脈だとか、 えー軽いと言いますか、ないような脈と言うような話があったと思うのですが 、僕も調べてみたのですが 、あまり、あの－、ここぞ良い説明だ 、というところを見つけることができなかったので 、僕が調べた中では 、そんな固いような脈じゃなくて 、毛脈というぐらいですから 、毛のような脈ですから、酷くなっていくということですから、まあ軽い飛んで行く 、押す、押してみると 、まあ、すぐに消えるような脈状というような説明が 、あの、されていますので 、他に、もし、調べて、何かお知りの先生がいましたら、 是非お話ししてください。 

M：小池先生、 今のどうですか、今の説明で 。どんな感じですか。 あのー納得されました。なんかだいぶ死脈っていうのは、 随分ふわふわして 、何か飛んで行くような感じ って、言われましたよね、 本田先生。（H：はい） はい、小池先生 、それでいいですか、 病脈と死脈は 、当然違うわけですよね、 （小池：はい）はい。

小池：死脈、まぁ、イメージとしてはふわふわ飛んでいくというよりもっと、 胃の気がなくなると、もっと硬くなるかなーと言う 。

M：それは病脈の段階ではないですか。 どう思われます。 死脈の段階はもっと硬くなりますかね。 

小池：もっと固くなったりも、あの濇がものすごくきつくなったりだとか。

M：ね、死脈ってなかなかあれですよね 、 表現わかりにくいですよね。

小池：縮尺として 風の毛を吹くが如しき、 （M：あー）とありますね 、えっと。

M：ということは本田先生の 説明の方が 当たってるような感じ。

小池：えとね、 難経解説を読むと 、粛索というのは雲が疎らに浮かんでいる様子、 ここでは強風で精気に乏しい脈症を形容している 、ということなので 本田先生の説明の方が当たっているかと思います。 

M：小池先生の言われている、って言うのは多分病脈の段階 、本田先生の言われているのは死脈の段階というような感じがしますけど 、（小池：はい）どうでしょう。 よろしいですか。（小池：はい） 他に異論、オブジェクション、反論ありませんか。 で、この辺りね、 病脈と死脈は相当違いますから、 あのこの辺をある程度弁えて、まあ死脈は、当たることは少ないでしょうけど 、あのー病脈は、どっちかって言うと固くなってしまう 、あの－胃の気は落ちますからね、 というイメージさへ持っておかれれば 、あのー相当脈診力は、あのー、あがりますので 。では次お願いします。

H：はい、次はですね、 えー秋の影響を脈診でわかっていたら一番いいのですけど 、あのー、そこにはですね 、病症というものもありまして、 えー秋に関係する特徴的な病症を知ることで、秋の影響を受けているのかもしれないなと思うこともできます。 まぁ難経にはですね、 あのー四字熟語的な漢字で病症が書いてあるのですけど、咳が出たりですね、 喘ぐような咳が出たり 、寒熱往来ですね、暑かったり寒かったり 、これだけではなかなか難しいかもしれません、 あの秋というのは肺と関係がありますので、肺の病症などもあると捉えやすいかと思います。 で、この病症を捉えたり、 脈状を捉えることができれば、 あのー難経にはですね、 治療穴まで設定してくれていますので、 それを使って治療することができるんですね、 例えばですね 、秋の季節は 、どういうツボを使うのかということなんですが、あのー秋は経を刺す、という事で、 経穴ですね、えー陰経で言えば経金穴、 そして、陽経で言えば、井金穴、や経火穴 、まぁ、経穴と金穴ですね。これを使うと良いということが書かれていますので、僕の場合は、第一候補にして使うということにしています。後ですね先ほどお話しした病症ですね、 えー喘欬寒熱とかですね、ゾクゾク悪寒するだとか、 あのー肺ということで 、鼻づまりだとかですね 、くしゃみだとか 、まぁ、肺経に関係する病症などもですね、ある場合は、あの－ これも経金穴というものが使えるのですね、これは難経68難に書いています。 あと難経にはですね、 えーまー、秋の影響というのはですね、寒邪だけではなくて 、 燥邪、乾燥の燥ですね 、素問に書いてあるんですけど、これは金関係ですね、木火土金水の金関係で 、燥邪と寒邪の関係上、本当は素問と難経では分かれているので、考え方を別にすると言うのも1つなんですけど 、一緒に考えてみるということもできます。 だから乾燥しているというのはですね、 熱だけではなくて 、秋の邪を受けた時、 少しずつ寒くなってきて 、肌が乾燥していくというようなことも参考になりますので、 治療する際にはですね 、このツボを使ってみることができます。

M：はい、えーとですね、 一応 、一応49難的に、５０難的に正邪の話をされたんですけれど 、例えば鼻、鼻づまりがあって、鼻の症状があって肺を触っても良くならなかったと、 言うようなことがあったとしましょう、 多分結構あるんですよね 、その時にどんな、あの、 理由が挙げられると 思いますか、本田先生。 

H：例えばですね、あの、 肝の疏泄が悪くなって気の巡りが悪くなって鼻の方にでる衛気が滞って鼻づまりが起こっているというようなことも考えられますし。（M：他は） 脾の運化作用が悪くなれば、肺の宣発粛降機能って言うのも、下から上に上がっていく機能が落ちます から鼻づまりも鼻に行く精気もですね、滞ってしまうということも考えられます。 （M：他は）心の温煦作用が悪くなりますと、 陽気の巡りが悪くなりますので、 鼻の衛気の巡りが悪くなって鼻づまりが起こるということもあります。 （M：他は）えー腎の納気作用がおかしくなるとですね 、あの本当は納気というのは下に 、下から上に上って来る、あのー下から上に上がってくる力がですね、おかしくなりますので、 鼻に行く気というのも少なくなったり滞ったりして 鼻づまりが起こってくるかと 思います。 

M：はい、これは五行の関係ですよね、 他に何か理由が考えられますか。 

H：これは先ほどは精気の考え方だったんですけれども、邪気の考え方で、あのー、邪気が鼻に影響して 鼻めぐり、鼻の衛気の巡りが悪くなったりして、鼻づまりが起こっていくということも考えられます。 （M：他は）僕は限界です、先生お願いします。 

M：あはははは、 じゃあ、あと、また中本先生に聴きましょうか。 はい、それでいいですか、他何か。 はい。

H：えー色々な所に 、この肺の 、えー秋の邪が影響するということは、五臓の関係上色々な所に入ってくるのですが、 まぁ一応脈診で、寸関尺左右にありますので、 そこに秋の邪の影響が脈状に出たら 、あのー他臓に影響しているのではないかと見ていきます。 後、邪気というものはですね、どういう風に捉えていくのか、ということなんですけど 、大阪漢方はですね 、脈の浮いて実だとか、 沈んで実というものを参考にしています。 えー浮いて実の時はですね、 邪気の影響はですね、 あの、衛気の流れている浅い部分です。 ま、皮毛です。で、沈で実の場合は沈めて実ですね 、この場合は、 営気が流れている血脈の部に、邪気が入っていると診ますので 、浮いて実というものや沈んで実というものを、参考に診ていくということにしています 。

M：ちょっとそこで、あの、 中本先生の 、にさっき質問したことにつながるのですが、えー例えば 、緩脈の話また、わかりやすくしますけれど、 その場合はどのように 、その、あのー浮いて実沈んで実とは 、どういうんですかね、なんかハメ、はめ込めないような感じてありません。 

H：あのー、僕も、その、あるんですけど 、邪気側を見ようとした場合は、あの軟らかい脈を見た場合は、でも邪気の影響で、その緩脈、軟らかい状態がひどく目立ってくるのではないかなと思って診ているわけですよね、 だから軟らかいだけで 、軟らかいか硬いだけで 、虚実を考えるのではない、という感じです。 

M：要するに中庸な脈でなかったら柔らかすぎてもダメや言うことですね。（H：そうです）はい、そういうことを答えていただきたかったんです。 あははは、いいですか、 はい、次、中本先生、いいですか、まだありますか 。（H：一応58難の） はい。

H：ここまでが、えー秋の難経15難を使った診察法になります。で、次はですね、58難、6番ですね 、資料の、傷寒というものが、あの書いてあるんですけど 、あの、後の方の資料なんですけど 、難経49難の所にも 、寒邪というものが書いてあるんですよね、 で、49難の寒邪と58難の寒邪、いわゆる傷寒はちょっと違う脈状が書いてあるんです 、難経の49難では寒邪が体を侵した場合、 濇脉、ということが書いてあるんです 、で４９、58難の場合には、あの五つ寒邪の種類があって、色々なケースに対応することができるということです。 で、どうしてこのような違いが書いてあるのかな と思うわけなんですけど 、先月も、あの、 お話にあったと思いますが 、邪気の当たった時間帯とかですね、 当たった直前だとか 、当たって侵入している場所 、という違いを僕は考えていまして 、49難の方がですね、 その寒邪に当たってから少し時間が経って、濇脉を打っているような診方をしています。 で、58難の場合はですね、あの、脈状を診てもらうとわかるかと思うのですけど 、あの例えばですね、 中風のところを見ていただくと、 脈は陽浮にして滑、と書いてあるんですね、 そして、陰軟にして弱、あの邪気っていうのは 、まず体の表面 、衛気が流れている皮毛部ですね、ここを犯すのですね、 浅いところから深いところに入っていく 傾向があるのです。だから当たった、邪気が当たった瞬間は 、脈はまず 、防御しないといけませんので、 衛気は防御しないといけませんので 、えーまずは脈が浮いてくるような考え方もできます。 で、戦いが激しくなればなるほどですね、脈というのは固くなったりするというような、 あの、この58難の書き方ではしていますので 、僕は急性の時とかはですね、急性熱病だとか 、風邪ですね 、そういう時によく見ていきます。で、 一応ここの傷寒というのは、 寒邪というものが体に影響をしているということで、 えーまー、あの、経金穴というものを第一候補にして使うということにしています。ここまでです。 

M：はい、えーとですね、58難の話しされましたけど、 58難、例えば風邪など 金穴、経穴を使えばいけるはずなんですよね 、一応そういう風に書いてくれますから、 急性 、劇症と言うか 、そういうものに関しては書いていてくれてるんですけど 、こんな、そんなつもりでやっていても上手いこといかない時って、どんなときでしょうか、本田先生。

H：僕の中、この間の、あの、 話にあったと思うんですが 、僕の中では ですね、えー例えばですね 、邪気の種類が 寒邪と言ってもいろんな邪気の種類がありますので、 えーその中で違う邪気の影響が勝っている場合があるのではないかなと診たりしています。 

M：なるほど、えーそれは当然なんですけれど、 もっと大きな理由はないですか 、うまいこといかない理由 。

H：やり方が悪い だとかですか。 

M：Ok ok ok、 そういうこと。 （H：これでよかったんですね） あのやっぱり技術が悪かったら、なんぼ 、あの理論が正しくても上手くいかないのも、これも、臨床のさだめなんですよね。ということで以上ですね。 いいですか中本先生に代わって、 じゃあ中本先生治療法の方をお願いします。

N： では秋の治療に移ります、 えっと、秋に関する邪というのは、 難経では寒邪、で、素問では燥邪あたり、 ですかね 、この辺が多くなるかと思います。 えーこれを処理することがですね、 秋の治療の重要なポイントになります。 で、これが処理できなかったら 、失敗になるんだと思います 。結果的に精気が補われなければいけないと考えています 。で、使用する経穴はですね、 四時とか五季で考えると大腸とか肺というものが多くなってきますし 、ツボで言えば金穴 、経穴などがですね、中心になります。 これは先ほど本田先生の話の中にも出てきたと思います 。えー難経の六気はですね、 太陰という時期に入りまして 、脈は緊大長という脈になります、 えー緊大というのはイメージできるのですが、この長 、長いこと自分も分からなかったのですが 、あの長さが 、打っている幅ですね、えー魚際の方へ上がってきたりとかですね、肘の方へ伸びていたり 、そういう長いという意味です。 ね、ときたまこういう患者さんよく見るんですが、あのそういう脈になります。 で、太陰なので、 使う経は肺、 脾が多くなりまして ツボでは 金穴、経穴 、土穴、兪穴あたりが考えられますね 、運気論ではですね、 素問の方では、えー９月17日、今日はですね、 四の気の終わりなんですね、 そして太陽寒水という寒邪が主になります、 で、もう少ししたら５の気が始まる、 これは9月の22か3ぐらいと思うのですが、そこから五の気っていうのが始まるのですね、で、主気が陽明燥金、燥邪というものになります。 この素問と難経の邪がちょっと違うのですよね 、例えばさっきの、あの、 太陽寒水というものが素問では寒邪になるのですが 、寒邪というの は、素問でいえば 、腎の邪になるんですか、ええっと、そ、難経で寒邪と言えば肺の邪になるのですが、 それがちょっと素問と難経では変わってくるようです。 で、素問の外邪というのは、風、熱、湿、燥、寒、火の六つがありますので、この時期の使うツボは水穴とか 、金穴が多くなるかと思います。 つまり色々なツボがですね 、考えようによっては使えるようになりますので 、まあ、これを、あの、 複雑になって考えにくいと言う、迷うよということで考えるか 、自由でやりやすくなったと考えるか 、あの僕はこの辺の頭を柔らかくして考えていければな、と思っています。 僕もまだ柔らかくはないんですが 、そういうふうに今考えている途中です。 えー使うツボは、使う経ですね、あのさっき肺大腸が多くなると言ったんですが 、肺というのは気を司って 、そして、皮毛を司りますね、 ですから手技は極めて軽く、えー、する必要が出てきます。 そして、手早くですね 、行うことが大事です。 決めることは大事なんですが、 先ほど森本先生が言われたんですが 、それに伴った手技というのが同じように大事になるんじゃないかと思います。 この理論と手技が両輪だと思っています。 まっ、この辺りも気をつけていく必要がありますね、 で、秋だけのことではないんですが、 えー治療の、えー治療を考えるとですね 、まずは脈で浮沈というものを、えー判断していきます。 で、実が、邪の実が 浮いている所にあれば 、衛の部分に邪が入ったと見て衛の処理、衛の邪気をを瀉すというような治療法になりますし、営、深い所に入ったというふうになると 、まずは衛をどけてですね、 そして、営に鍼をしてですね 、そこにある邪をとる、というようなことになります 。先ほどの緩脈の話ですけどね、 あの表面、脈の表面 にすごい緩んでいる場所があれば 、その場所を実という風に捉えて 、そこに鍼をしていくわけなんですね、 ですから、あの、それまでに かなり診察の方でですね、飲食労倦の邪があると、言う風に多分診ていると思うので 、それを探していくと言うことになると思います。 その後、治療した後は 、精気の虚が回復されてですね、緩んだ脈、緩の状態何かがしっかりしてくる、で、今、 秋の時期でしたら 毛脈がなめらかな脈になるということが重要になります 。はい短いですけどこれで。

M：えーと、どうでしょう 、今の中本先生の説明、 ちょっと 前に言われた 脈の表面に 、えー要するに緩脈があると、その緩脈を取る手法をすると言うようなことを言われたと思いますが 、えーこの意味、というか イメージできますかね、皆さん。わからなかったら聞いてください。 中本先生に。 どうでしょう、えー、えっと、誰に聴こう、えー山崎先生。 （山崎：はい）どうですか 、イメージできますか。 

山崎：えーと、上にだけ軟らかいと言われると、私の場合 、あの虚脉になっちゃうなーと、 聞いてたんです 、また実技の時間にでも、またお伺いしようかなと思っていました 、じゃあその下には 、上にだけということは、その下にはどうなっているのかなーと、 実技の時に聞こうかなと思ったんですが、今聞いてもいいのですか。（M：はい、今聞いてください） 

N：えっと、表面に緩脈があると、たぶん奥は 、あっ、その緩脉の上よりは形がある んだと思いますが 、あの、やっぱり緩脈と見ると 、その表面を、 あのー目的にしますので、そちらを主にして治療することになると思います。

山崎：そうすると その下側のやつは表面の緩脈よりは、もし硬い軟らかいだけで表現するとしたら、硬いのがある（N：だと思います、そうなると思います） 

N:それまでに色々な診察方をして 、あのーこれが飲食労倦の邪になると思えば 、あのーたぶん、緩脈をとるだろうし、他の邪が入っているとすれば、そっちの方向も考えると思います 

山崎：そこら辺がね、あのあの、 悩むとこで、脈診 オンリーで、なんとかしたい私としては、なんとかそこら辺、脈だけでっていう、いや、もちろん他の診察を指定すると言う意味ではないですけどね（N：はい）あのー軽いけば一番上の軟らかいものは 、例えば難経で言えば48難の軟らかい、軟らかい脈だけではないのかなと、で、その下にあるのは難経に固い脈とか、牢脈、牢脈やったかな、緊脈に近いものではないのかなと思ったりはするんですけど、そうなってくると、それのあのブレンドされた脈だから、ただ単なる軟らかい脈イコール緩脈というような、耳で捉えるのは脈診だけでなんとか押し切ろうとすると分かりにくいんじゃないのかなと思っているんですけど、その辺はいかがでしょうか。

N：えーと脈の中にもいろんな邪があるのだと思います、 邪の脈状があるんだと思います 、そしてどれが主になるのかというのは、総合的に確認する必要があると思うんですね、 ですから総合的に見て 、これは飲食労倦の邪が入ったと考えれば、それを、その脈状を目標にするだろうし 、えー固い脈っていうのは えー弦であったりそういうものがあれば、その上に軟らかいのが載っていても 、多分そちらを取ると思います。という感じですけど。

山崎：はじめに、えー飲食労倦の邪ありという前提で脈を捉えると言う 。

N：そういう順番 もあるかもしれないですね 、あの僕は尺膚も同時に脈と一緒にみますので、後はお腹を触ることもあるでしょうし 足で緩んでいるというふうに判断することがあると思いますんで、そういうふうに考えています。

山崎：ええっと、ここら辺話し合いだしたら あの大変に時間がかかるので 、また忘年会の時にでも （フロア：はははははは）（N：長くなりそうですね） （M：えらい気の長い話）

M：はい、他に、あの、この中本先生の発言に対して、あの、 もう少し突っ込みたいとか知りたいとか、という方いますか 。前田先生 、だんじりは大丈夫ですか （フロア：あはははは）

前田：走っています （M：走ってますか）あのーえっ、表面が軟らかいのでしょ、で、奥が硬いんでしょ、そしたらその硬いのを 、何かしらのことで処理したら、えー精気が回復してきて軟らかいところに、 その輪郭がきっちりできたらですね 、それは良い治療になっているんじゃないのですか。 

N：あの、どちらをとっても良いと思うのです、あの、目標がその時によって違うと思います。 それで飲食労倦の邪で緩脈が主になれば上を取るし、 固いもの、固いところに邪があると、それが主になればそれを処理すると思います。 

前田：えっと、まー緩脉もですね、えー精気が入った良い緩脈もありますよね（N：あります）僕らが相手にしているのは、そうじゃなくて、まー緩脉の形はしているけれども中に硬いものがある緩脉やと僕は思っているんですけど、流れ方が緩脉なんだって言うふうに考えているんですけどね。 だからあの病的なやつは硬いと思います。緩脉でも。 固いところもあると思います（N：病的なやつ） えーだから 治療の対象になる緩脉ですね。 だからちょっと言っているところが違うかな 。

N：えーと、えーと、緩んでいる緩脉がない。

前田：だから、緩んでいる緩脉の中に、固いところがあれば、僕はそこを浮実で治療すればいいですし、そこがもう軟らかいだけで、輪郭がなくて流れがきっとをゆっくりで 、で、奥の方が硬くて、奥の方がちょっと流れが早いのもありますけどね、そういう時は奥から治療すればいいんじゃないのかなと思いながら聞いていました。（N：あっ、そうなんですか）はい。山崎先生、手を上げてましたよ。

山崎：いいですか喋って、司会の先生。（M：はい、どうぞ） あの今の前田先生とはちょっと意見が違うんです、 中本先生よりなんで、あの硬いのが混ざってくると、飲食労倦の邪が入って体に異変を引き起こす引き金になっているやろうけども、飲食労倦の邪が一番のターゲットやという時は、やっぱり僕、中本先生の言われるような 軟らかい言うのがターゲットやと思うのですけどね、だけど今の前田先生の話、聞いていると病脈やったら硬いのも考えてターゲットみたいなニュアンスで聞こえたんで、 それやったら飲食労倦の邪は体を壊しに入っただろうけれども、そのバッグに他の邪もうあって、その邪がその脈を硬くして堅い病脈にしているんやと僕は捉えるので、やっぱり飲食労倦の邪がメインの邪でとりあえず潰さないといけない、邪であれば、あの軟らかい脈で、あの胃の気のない、頼りがいのない軟らかいの中に、あの頼りがいのある柔らかさと頼りない柔らかさが僕はあると思う、で、あくまで頼りがいのない病脈としての軟らかいオンリーで、あの戦うのが、あの飲食労倦のメインターゲットにした時の脈じゃないのかなと思うけど前田先生いかがでしょうか。 

前田：えーもうちょっと一生懸命脈を見てみます 。

M：あのーちょっと、じゃ、司会者からサービス、これは全部皆さんの言うことは正しいです、前田先生の言われていることも正しいです えーどっからから診るか何を診るかによって 、えー目くそ鼻くそ、あんまり良くないか、えー笑うというような、あの感じになるんですけど 、例えばあの緩脉っていうのは割とあの、 軟らかい脈ですよね、でも脈というものも言うたら、陰陽論に照らし合わせれば必ず固いところがあって当たり前なんですよね、全部が柔らかかったり 全部ふにゃふにゃだったり もう死脈ですよね。だから、そういう意味で、山崎先生が言われていることも中本先生が言われていることも前田先生もみんな正しいんです、正しいけれど治療家のセンスとして、どっからから手をつけるのか、結果的に緩脉が解消するという考え方が前田先生なんです、で中本先生と、ちょっと中本先生よりなのが山崎先生なんですけど、それは緩脉を要するに、どう言うんですか、病理考察をして、緩脉が出て飲食労倦、昨日は飲み過ぎた、そういうような答えであれば、それから治療するのもこれはひとつの、どういうんですか、形式なんですね。だからそういうふうに考えられたらいいと思います。だから治療としては、全然問題はないけれど、手のつけるセンスが、あの、あの、治療家によって違うと、で、言うようなことで 収めたいと思います。 じゃあ、次に行きましょうか。 （N：交代します）はい。

H：はい、その次に入りたいと思います。大きな2番の六気の診察方に入りたいと思います。前回の資料はですね、ここは難経七難の三陰三陽の診察法にしていたのですけど、あの六気ということで今回は括っています。どうしてそういうふうにしたのかと言うと、素問の運気論、六気として、六つの季節区分がありますよね、えー難経でもですね、六つ季節が分かれている記載があるのは七難なので、これもう六気ということに含めて診察方法 、まーお話ししようと思って、えー、このまとめ方にしています。それではいきます。 三陰三陽ですね、えー七難はですね、確か少陽、陽明、太陽、太陰、少陰、厥陰 ですか、そういう季節区分があったと思うんですけど、で、現在はですね、どういう季節なのかと言うと、太陰の目立つ季節ということになります、8月の5日からですね10月3日の間は、この太陰の季節に入ります。 で、太陰の季節を調べると言いますかと捉えるためには、どういうふうにするのかというと、 やっぱしここでも脈診が参考になります。太陰の脈は緊大にして長という脈があります。先ほど中本先生もおっしゃっいました。この緊大にして長というのはですね、病脈ではないんですね、旺脉として書かれています、つまり正常な脈状なんですね、だからこの脈状を見たら、あの、いいんですけど、患者さんは基本的に何か病症を訴えられてきますので、こういう脈状ではない、ということになります。 ただ目立っているということもあります、患者さんの中では、で、 この脈を診るときに、僕が考えているのはですね、その前の季節、太陽の季節ですね。その時の脈状は洪大にして長とう脈状なんですね、で、この太陰の季節とは違うのは、緊と洪脈が違うのです、太陽の季節と言いますと あの8月5日の前の季節ですから もっと陽気が盛んなんですね、だから洪脈、指をあてると 、どんどんを押し上げてくるような大きな当たりをするような脈ですよね、そういう脈状がある季節からですね、 緊脈、これは弦脈に似ているんですけどもっと締まって寒邪が影響した時のような脈状というようなことが書かれていますので 、やっぱし陰気が結構目立って来たような脈状になっています この緊脈というのが結構捉える時には、あの太陰の季節を捉える時には必要ではないかなと、僕は臨床をやっています 。

M:えーちょっとお聞きしたいんですが。えっと、ま、基本的には大阪は邪論で邪論ベースで一応どういうんですかね 学術進めていますけど じゃあ一番最初は少陽ですよね、少陽っていうのは何の邪が入りやすいんですか、

H：少陽は、えーと、風邪が入りやすい（M： 風邪ですか）はい。 

M：次は陽明ですよね。 はい、陽明の時期はどんな邪が入りやすいんですか。

H： 陽明の時期になってくると、たしか、もう浮という脈が出てきますんで陽気がたくさん出てくる季節として風邪と暑邪の間の脈状が出てくるのではないかなと、思っています。 

M：ということは風邪、風と暑が入るという感覚ですね（H：はい）はい、次はなんだ太陽 ですか 、太陽はどんな。

H：太陽は 、になってくると完全に、完璧と言いますか 陽気がかなり目立ってくるので暑邪とか火邪とかというのが目立ってくること （M：が入りやすい、入りやすいですね）はい。

M：はい、次、太陰ですよね 。 太陰の時期は、先ほど説明されましたよね 。

H:少しずつ寒邪というものが入ってくるかと 。

M：でも洪脈から緊脈ですからね、すごい寒邪が入っている感じがしますよね

H：あのー今、説明の中でも洪脈と緊脈だけの説明をしたのですけどこの脈状の中には大にして長と言う脈もありますので、その寒邪の中にもですね陽気に影響している部分が結構あるというような感じはあります

M：はいはい、残っている はい、（H：はい）次、少陰ですよね、少陰の時期はどんな邪が入りやすいですか。

H：少陰 の時期はますます寒邪とか湿邪というものが入りやすい時期だと思います 。（M：脈はどうでしたかね） 脈はどんな脈でしたっけ。 少陰の脈、緊細微。

M：緊細微、相当冷えが入っている脈ですよね。じゃあ厥陰ですよね、次ですね最後、沈短敦。

H：沈ということで、結構湿邪が影響しているというふうに診ています 。

M：厥陰という時期は、まーあの、 どういうんですか、素問の運気論のレベルからすると厥陰の時期で言うと風ですよね （H：はい）で難経の場合は厥陰の時に沈短敦ですよね。だから相当この辺りも違うんですよね、 あの別に矛盾をつくのではなくて違うんですよね、あの違うからまた使える可能性があるわけですよね、臨床にね、一緒であったらそんなに分けることはないですからね、それと、 あの、どういうんですかね、 本田先生のご意見を1つお聞きしたいんですが 、七難ができてから運気七篇ができたと言われていますよね 、王冰 、王冰がしたということになっていますよね 、で、えーと、ということは、王冰は難経を読んでこれを書いたんでしょうかね。 どう思われます。 

H：えーとですね、結構、王冰、後の時代の人ですよね（M：そうです）ということはですね、絶対に難経は読んでると思います（M：1000年ぐらい違うんですよね）はい、そうです。 

M：千年ぐらい違いますよね、だから、その結局あとから、どういうんですか、あの運気七篇を素問にくっつけたという話がありますよね、だから本当の素問ではないという話が、その辺りは何か情報をお持ちではないですか。 

H：あの結構調べたのですけど、きちんと残っていたものが蔵から出てきたという説と本当に今まで素問霊枢とか難経とか傷寒論とかを読んで作ったという説の二つに分かれていまして、正しいのは分からないです、今のところ 。

M：はい、ただ昔の人って伝統を守るということで、外に漏らさなかったという話もありますよね （H：はい）傳さんに聞いた方がわかりやすいかな、そういうような話もありますよね、ということになると王冰は難経を読んでいなかったかもしれなかった 。

H：まぁ、突発的に書いたということもありますし、何か流行った時期もあるというのを聴いたのですが（M：何が）運気論（M：あーそうですか）だからその少ない情報だったのがいきなりあの時代に結構まとまって出た、というのも不思議な感じもするのですけど まぁ、まとめてくれたことは、ありがたいなと言う気持ちです。 

M：はいありがとうございました、 余談でしたけど、どうもありがとうございました。 えーと、次、続き。

H：えーと、そういう太陰の脈がある時にですね 、どういうツボを使うのか、どういう経絡を使うのかということなんですけど、 太陰という事で、脾経とか肺経ということを基本にすると言うことになります。 で、僕の場合はですね、緊、 この緊大にして長脈の緊脈をとても診ようとしていますので 、もし、この太陰の脈が影響して患者さんが病症を訴える場合は寒邪として捉えて寒邪の影響がちょっと強くなっているのではないかなと 、これも経金穴という物を第一候補にして使うということにしています、あと金経である肺経だとか土経である脾経ということもありますので、金穴、土穴と言うのも候補にしています 。で、ここで一つ、あのー 症例ですね、診察例をお話ししたいと思います。えー、ストレスで脇や胃腸が痛む患者さんが来られました、あの旦那さんが認知症で介護でかなりストレスが溜まっていて、うちの治療室、ベッド一つなんですけど、もし誰かがですね、次の患者さんがいてたらですね、聞かせられないぐらいのストレスをためていると言うことで、それでストレス食いをしてしまって、これは冷飲食ですね 、お腹が痛くなった脇が痛くなったという患者さんです。最初、診たときに、話を聞いた時に これはもしかして飲食労倦の邪を受けたのじゃないのかな、と思ったわけなんですけど、そうするとですね、先ほど中本先生、山崎先生、前田先生がお話しになった通り、緩脉が出てくるんじゃないのかなと脈を診たわけなんですけど、あの脈を診ると、あの、そうではなくてですね 、あの右関上が浮いて遅くて弦脈で実脈ですね、こういう脈を診たんです、だから僕はまず、風邪がまず脾に悪さをしていると診たわけです、なので脾経の井木穴、隠白を触ってみたのですけど 、あのそれほど脈が変わらなかったんですね、で、このひどい弦脈というものですね、どうすればもう少しほぐれてくれるのかなと思った時に あの今の季節を考えて 、まぁ太陰の季節ですね これは緊脈と言う脈が目立っているのではないのかなと思って、経金穴を商丘ですね、触ってみるときつく締まっていた弦脈がですね、あっ緊脈が徐々にほぐれて軟らかくなって来たので、このツボ、経金穴の商丘を使うことにしました。 えー三陰三陽はここまでです。 

M：はい、えーえっと、じゃ、治療法、はい、中本先生、治療法をお願いします。

N： はい、では三陰三陽の治療方に移ります。先ほどからも話が出ているように、この時期の三陰三陽は太陰が旺気する時期ですよね、8月の5日から60日間がこの太陰の時期ということになります。 そして脈はですね、この時期に打っていれば正常の脈である緊大にして長という脈になります。 で、この脈も他の脈と同じように胃の気がないといけないと考えています 。そして、太陰の脈はですね、まー緊大長なんですが、夏がですね、洪大にして長と言う一個前の季節がその脈を打っているわけですが少し締まってきた脈になりますえー9月に入ってですね、脈を診ているとかなり皆さんの脈、患者さんの脈が締まった脈が多くなってきているんじゃないのかなと思います、やっぱりこの体表にあった陽気がですね、少なくなってきて、発散が抑えられているというような気がしますね、で、長脈というのは先ほど言った通り、あの脈の見る長さがですね、魚際の分、指一個分だとか肘の方に指一本君ぐらい長くなる人がいてるんですが、そういうものが長くなるものを指します、えー太陰ということですから太陰肺経 、脾経、そして、金穴、経穴、土穴、兪穴などを触ることが多いと思ってやっています。 えーと、その資料のですね、3の2の三陰による治療なんですが、資料を皆さん読まれましたかね。この60代の女性の方なんですが、この方は脈が締まりすぎて硬い状態だったです、 中に熱がこもったようなビンビンとした脈を打っているような感じですね。 魚際の方にかなり長く伸びて長脈を打っていました、あの長くてもちょっと長すぎかなと、 それぐらいでしたね、で、治療は書いてある通り寒邪をとる治療をして終了した訳なんですね 、で、治療後はですね、脈が出てですね、えー長脈の長さがちょっと短くなったかなと言う変化を表しました 、で、この長脈というのはすぐに普通の長さになるというわけではないと思うのですが ま、長すぎたやつが少し短くなることは良いことかなと思っています。 で、ただ、この長脈。

M：それは、なん、何で良いことだと思っているんですか。

N：長すぎるのは良くないと。

M：何が良くないんですか。 

N：あの何が良くない、それを聞かれるとは思っていなかった （M：はははは） 

M：それを言わんと良くないと思います（N：そうですよね）うん。

N：なんでも過ぎたらいけないと教えられてきた （M：まあ熱の量が減ったんでしょ） まあ、そうなんですかね（M：はい） まぁ、その最初は熱をこもった脈をビンビン打っている感じました 、感じた脈が小さくなった、熱量が減ったということを関係があるんじゃないのかなと思っています。 はい。

M：毛脈と緊大長の脈の、どういうんですか、整合性みたいなものは取れますか 中本先生は。

N： 毛脈と緊大長ですか。

M：はい、先ほどの四時の脈、毛脈ありましたよね（N：はい）全然別個のものですか、それとも同じようなものなんですか。 

N：そんな季節に打つ脈とすれば、似たような脈になるはずなんですが 、どういうふうに考えたらいいのか、ちょっと分かっていないです。 

M：うん、多分同じなんですよ、ほとんどね （N：はい）同じやけれど、論をこういうふうに進めるために、違う言葉で表現していると言うように読まれてみてはどうでしょう。 

N：そうすると、その緊というのはそんなにびーんと張った感じではない、という感じになるのでしょうか 

M：洪脈よりは 、あの細くなった （N：あー）ただ、そこに胃の気がなかったら当然固くなっていく 、あの、十五難と同じですよ （N：だから、やや張りがある）そうですね 。

N：表面が緊張しているという（M：はい） と言う脈という考えてないんですね。 （M：そうです）はい、わかりました。そういうふうな脈に治療後はなったので、 まぁ、いいんじゃないのかなと、言うふうに考えています 。で、えーある程度その緊もですね、最初はすごい突っ張って熱が多くて固い脈だったので、 やっぱり胃の気が出たなと感じですね。 緊が取れると全部取れたらダメなんだと思いますね。正常な脈が緊大長なのでそういうふうに考えています。 で、これ精気の虚として考えますと、あのーこの方ちょっと声に特徴がありまして 、まー哭という寒邪にやられた、難経で言えば寒邪にやられた時の声であったんじゃないのかなと思います。喋り方がですね ちょっと震えるような 感じですね、えぇぇ、みたいな感じのしゃべり方をしているわけですね、で、この肺っていうのは、呼吸をつかさどっています、気も主っているので肺が弱ってですね、天の気を吸入して、えー声を発生する時にですよね、一定の発声ができないじゃないのかなと思います、それであのー、声が震えたり、なんか悲しそうな感じと言いますか、何か訴えられるような、えーそういった声になると、えーこの肺の働きを助けることによって、衛気の流れとか、呼吸をしやすくするというのが、まあ精気側からの治療になるのかなと 思ってます 。

M：今の声の話をされましたけど 、これ49難の、あのどういうんですかね、 理屈でいますと哭ですか（N：哭です） 哭ですね。（N：はい）慟哭の哭ですね（N：はい）わかりました、 そういうような声だったということですね（N：はい） ハイ。

N：精神的にも憂いたり悲しんだりという肺の働きがありますんで、ま、そういうふうな 泣き言と言いますか そういうふうなことを言いやすくなるんだと思います 。はい以上です。

M：えーと、次、行きましょうか。 運気論、お願いします。 

H：はい、それでは、次、運気論の六気についての 診察に入ります。 えっと、運気論というのはですね 、あのー素問の運気七篇に書いてあるものでして、えー普通は季節の春夏秋冬土用というような分け方がされているんですけど、ここではですね 、えー六つに分かれているという事なります、 厥陰風木が初の気としてですね、少陰君火、少陽相火、太陰湿土、陽明燥金、太陽寒水、という四字熟語ですよね、 あの、覚えるのが大変なんですけど 、そう言う主気の流れがあります で、主気っていうのは変わらないんですね、で、資料に書いてある客気というのはですね、毎年変わります、 えー基準はですね 司天在泉というのがありまして、 だいたい三の気に司天という季節、客気が来ると言うことになっていまして、ここから一番最後の終の気の在泉ですね、それを当てはめて順番が変わっていくということで 、あのー、これは、たしか実技のカルテに書いてました、 書いてなかったですか、客気は、 （N：書いてあります）書いてあるので、
それを参考に していただければと思います。 今はですね1月22日からですね ずっと四の気がありまして 、もうすぐ9月21日で終わります で、客気はですね、太陽寒水という季節が影響しやすい季節になっています。で、あのー、一つの期間は60日間ぐらいあるんですね、 6636、360日で1年間というものを通しているんですけど 、そのひとつの気の中でも主気と客気が目立つというものがありまして、 最初の30日間は 、えー主気が、そして、後の30日間の方が客気が影響しやすいというような話もありますので 診察する際には、あのー、それを参考にしています。 で、太陰湿土に入るのですけど これは湿邪が関係していまして脾胃に関係があります。脈は沈脈を打つということです。で、湿邪という事で、治療穴の一番最初にしている候補は合水穴を使うということにしています。 で、ここでもですね 、色々な湿邪があるんですけど 、素問の湿邪と難経の湿邪というのはちょっと違うんですよね、 素問では湿邪は脾胃に関係があって、 そして、難経では湿邪というのは腎に関係があります。 この辺りもですね、あのー、参考にする、素問と難経をどちらを参考にするのかということもあるんですけど、 あの僕は両方を一緒に考えています 、ただ、ここではですね、素問の運気論ということで 、もしこれを使うとすれば 、湿邪ということで、合水穴を使うということです。 それと、次は太陽寒水です。 太陽寒水は寒邪に関係があります、腎と膀胱に関与してます、ここの脈はですね 長にして大と言う脈があります。ここは寒邪に犯されたとみて治療穴の第一候補は経金穴を使うことにしています。 で、診察例でいいですか。 （M：ちょっと、ちょっと聞いていいですか） 

M：えーとですね、あの難経の場合は、えーどうなんですか 、えー脾の合水穴を使われるんですか 。

H：違います、難経の場合は、あの、その太陰湿土が入った経絡の合水穴を使うという事で。

M：難経はそうですよね、で、素問の場合は、運気論の場合は。

H：運気論の場合は一番最初は、あの脾胃に関係があるので 陰陵泉ですよね、脾の合水穴。

M：脾の土穴では駄目なんですか （H：脾の土穴）要するに 先ほど言われましたけど 、えーあの、難経では、えー要するに土邪というのは、飲食労倦ですよね。だら、都合としては土穴が非常にいいんですよね （H：はい）でも、素問になりますと その部分に湿が入るんでしょ（H：そうですね脾と胃に入るという事で）湿がはいるんですよね、そしたら土穴で 問題ありますか

H：問題ないですね、こういう場合もあると思います。 （M：だから両方考えていいです）両方考えて。

M：まぁ一応素問の治療ですから運気七編というのはね 、素問でしょ（H：はい）運気論というのは一応素問で、 どういうんですか、素問でやっている場合が、この場合ね、そんなことを考えましたら 土穴から攻めるのが 流れではないんですか。 

H：僕は最初は 合水穴かな、と思っていたんですけど そういう可能性が。

M：合水穴というのだったら難経の攻め方ですよね （H：はい）はい。

H：湿邪として、えーと、兪穴ですね、あっ、合土穴、（M：兪土穴、）兪土穴、土穴を使う。

M：という考え方の方が素問的じゃないですか。 （H：勉強になりました）そういうように、ま、 あの融通を利かすと言うように 、はい。じゃ、次行ってください。

H：えーと、じゃ、太陽寒水の場合の診察例に入ります、この患者さんは右膝の内側痛があって、結構治りかけていたんですけど 、ぶり返した患者さんですね。 えー曲泉あたりが痛いということで 、三回ぐらい治療をして良くなりかけていたのですけど、9月に入って急に寒くなって痛くなったと、おっしゃっていました 、あのー、9月の前はですね、すごく暑かったしムシムシしていたんですけど、9月に入った瞬間からめちゃくちゃ 、家の熊取界隈は すごく寒くなった ということで こういう違う邪気の影響を受けたのかなと思って診察しました。 最初診ていたのは、全体脈はですね 、浮いて弦脈をうっていたんですね、 だから風邪を主に治療していた訳なんですけど、この診た、この時はですね、左尺中がですね、沈弦で実、で遅脈ですね、を打っていたんですね。で最初は風邪が腎経を、腎経の営分ですね、沈脈なので、ちょっと血脈の部分に入ってしまったんじゃないのかなと思いました 。で、季節もちょっと寒くなったので、その人の陽気というのも弱くなってしまって 邪気の侵入が深くなってしまったのかなと思って診たのです。ここ大敦と書いてありますが、湧泉穴の間違いです。すみません。湧泉穴を2回ほど触ってみたのですけど 、そんなに良い変化はなかったので、この時期の運気論の季節を考えてみるとですね、特に客気の方ですね、太陽寒水の影響が出ているのじゃないのかなと思いまして、 寒邪の影響を考えました。で、先ほど森本先生がアドバイスしていただいたこととは違うのですけど、 腎の復溜穴をですね、触ってみると目立っていた弦脈の張り感が緩んできたのでこのツボを使うことにしました。 はい、異常以上です。

M：結局、治したのは難経的に治したと。 （H：そうですね）そういうことになりますか。（H：そういうことになります）はい。ま、良かったら良いのですが。あの、何か質問ありますか。 なかったら、はい、山崎先生。はい、どうぞ。

山崎：最後のあれ水穴は考えられなかった 、木火土金水の水穴。

H：考えなかったですね。 はい。

山崎：太陽言うから 単純に僕は水かなと。そんな横着な考え方はしない 。

H：その時は、そういう考え方に至っていなかったです。

山崎：六気全部、木火土金水て思っているんですけど 、先生の中ではちょっと違う 、厥陰やったら木、少陰やったら火か、そして、太陰やったら土で、少陽は火で、陽明やったら金で、太陽やったら水、とかいうような装着な考えをしているんですけど、今聞いているとちょっと難しく聞こえたんですけど、いかがなもんでしょ か。

H：はい、えーと、山崎先生のおっしゃるように木火土金水で考えるということもありますし、僕はどちらかと言うと治療穴的に考えてしまっているので 、太陽寒水、寒邪 となると、金穴の方がいいのかなという 、難経的な治療穴に行ってしまった、と言うことになります。 だから次回、もし、 運気論を考えた治療するならば、えー太陽寒水、まぁ、水として考えるだとか、太陰湿土、ま、土として考えるだとか、という治療するツボですね、それだけ多様性ができたので、とても参考になったと言う感じです。 

山崎：えっと、先程の森本先生のアドバイス、僕があの言うたような流れではなかった 、方向としては同じなんですよね 。

M：あのー僕が言ったのは、言うたら、素問と難経を分けた話と 、それから邪に対する、ま、ツボの話ですね、それを分けて言いました 。

山崎：でも結果的に 今の横着な考え方は 差し支えないですよね 。

M：あー全然そういう見方も全然問題ないです。 （山崎：問題ない）全然問題ないですよ。それでですね、聞いていいですか。 本田先生（H：はい）えーと、脈状ですよね 、太陽寒水の脈、っていうものを診られたから 、それを使われたということですね。（H：はい） 太陽寒水の脈って大で、長にして大ですよね 、どうして 寒水なのに、どうして長にして大なんでしょうか。というようなことは、 どう考えられてますか。 

H：えーと、（M：なんか陽気がたいへん多いように聞こえません） 聞こえます （M：聞こえますよね）あの、これも僕の考えなんで、本当にあってるのかどうかわからないんですけど 、太陽寒水という季節をまず考えてみたんですね 、主気の。で、陽明燥金と厥陰風木の間ですから、秋から春にかけての季節ではないのかなと診ています 。太陽寒水、主気の場合ですね 、で、その時というのは本当だったら、 いろんな季節の脈状を診ると、あのもっと沈んでいる脈で陰気が目立っている脈状をしているわけなんですけど、ここでは長にして大という陽気が目立っている脈をしていて 、あの、その、季節の移り変わりの中で陽気がだんだん目立ってきている部分を診た場合の脈状ではないのかな、と僕は診ています。 で、長脈というのは、あの、風邪だとか厥陰風木が弦脉ということを書いているので、あの、長脈は、弦、長竿を撫でるが如し、と書いてあるので、弦脈に近い脈状も出てきているということで、しかも、大脈と言うことで陽気も目立ってくるということで、最初は風邪として診てしまったと言うこともあります。 

M：えっと、その前の季節はどうでしたかね、えー陽明燥金の脈は。

H：陽明燥金の脈はですね 、渋にして短でしたっけ。

M：あーものすごい陽気が少ない。（H：たしかですよ、あの、確認して下さいね。）ということですから 、それからしたら随分陽気が上がってくるイメージのね、脈になっていますけど 、片岡先生、 そのあたり何かご意見あったらお願いします。 

片岡：はい、この内容2年半か3年前ぐらいにメーリングリストでやりましたよね 。（M：忘れました）あの僕が運気論の発表した後に、たしか小池先生が脈の話は書いていないのかっていう質問をされて、それにお答えして全く同じことを森本先生が質問されたんですね 。大長っていうのは陽脈じゃないの、なんか太陽寒水の時期には似つかわしくないの、どういうこと、っていうことを質問されて、結構いろんな先生を巻き込んで勉強したと思うんですけど 、僕がその時思って、今でも納得している事っていうのは 、あのこの、長にして大ですよね、で、全部は書いてなくて 長とか大を見ると陽なんですけど、沈というものも含まれていて沈とか大長があって、トータルで脈としては牢脈のような脈のことを言っている と考えています。 

M：ええ話や。（片岡：そうでしょ）うん、ええ話。だからそうなってくると 本田先生の話にも通じる。

片岡：あの難経と素問に書いてある季節が違ったりとかするのがあるんですけど、字がかぶっている湿とか寒とか、字がかぶっているんですけど、全く同じことを言っていなかったりだとか 半分かぶっているけど半分その内容が違ったりだとか言うこともある、と思うので まあ、矛盾しているように書いてある見えるんですけれども、まあ矛盾はないのかなーと、僕は思っていて両方 使っています。 

M：大、あっ長で大かな、大で長やから浮いているかどうかは、ちょっと違うかもしれませんよね 。だから沈というような要素があって、思い切り内側に陽気を引き込もうとはしているでも、触った脈としては長くて大きい というような感じがするのと、 ようなことと、それから先ほども言われましたけど、弦脈に近いですよね、そういうような脈も合わせて打っているんじゃないかと、あの多分そういう流れだと牢と僕なんかも思って います。実際に、あのー沈んだ脈でも弦っぽい脈なんて冬は結構打っていますからね、だからそれを起こして行って 流してやれば ぐっと脈なんて上がってきますし太くなってきますしね 、あの軟らかくなってきますしね。 という点では、ありがとうございました。 片岡先生。えー本田先生。そういうことで片岡先生 にだいぶ助けて頂きましたけど （H：はい）良かったですね。

H：あのー僕、これ沈で見ているので、浮沈を考えたらその通りだと思って、あの勉強になりました。

M：はい、では、そこで終わりですか。（H：はい）じゃあ中本先生お願いします。 

N：はい、では、六気の治療に移ります。 まずですね 大暑の日付のことなんですが、 本田先生の資料では、大暑は7月の22日、えー僕のは7月の23日になっていると思うんですが、これはあのー、世界時、世界の時間があってですね、その日7月の22日なんですが、その中の一瞬なんですね、この大暑とかの 、冬至とか、一瞬の時間を指すんで、その時間、世界の時間より、9時間後というふうに決まっているのですよ、ですから 日本の時間、 世界の時間 、中国の時間とか、あの日にちがちょっとずれたりするそうです 、二十四節気は全てそう言うふうになっているそうなので、あのそういう微妙な違いが出てくると言うことになります。 これはちょっと疑問に思われる方がおられるといけないのでちょっと調べてきました 。で、えー8月の23日前後に主となるものが初気ですね、初気、地の気と言うものがあるのですが、これから中気に変わっていくわけですね、 主となるものが、そしていきなりこれが変わるわけではないので湿邪、寒邪 、両方とも同じぐらいの影響になるのではないかと思います。 この8月の終わり頃ですね 、そして、今日は9月の17日ですね 、五の気が9月の23日からになります。 で、主気が陽明燥金、燥邪ですね、客気が厥陰風木で風邪ということになってきます。よって、この四の気の客気の太陽寒水の寒邪とですね、五の気の主気の陽明燥金の燥邪が入れ替わる時期かな、と思いますので 、えー寒邪の影響もありながら 燥邪の影響もかなり出てきているのではないかなと思っています 、そして、今年はですね、ま、先ほど本田先生も言われた通り 、もう9月に入ってかなり寒くなったですね、 で、山口県の方でも8月でも結構寒い日が 夜なんかはあったと思うんですが、 あのそのように急激に かまってきているかなと思います。 で、素問の湿邪 が先程お話があった通り土に関係があります。 ４９難では腎ですね、寒邪は水に関係がありますが、４９難では肺に関係があると、言うことになります 。えー私の資料はですね、 全て六気の、六気の症例は 、難経的な話になっているので 、あまり良い症例ではないかなと思っています。 えー違うものを今から言おうと思うのですが 、8月の中頃にうちに来た患者さんで 、えー2、3日前から膝が痛いと、曲げると 突っ張って腫れていると言う 、腫れて痛いと言う、来られた患者さんがいるんですね で、体を触ってみると 全身むくんでいる 人です で、患部は当然腫れていてですね、あの、痛そうなんですね で、身体全体にうっすら汗をかいている 8月の中頃ですから、まだ暑い時期なんです、 えー自汗があって、脈は沈んで速くて実で滑、というような脈を打っていました 。その中でも右の関上の張りのない、さっきの緩脈の状態ですね そういうようなものが右の関上にありました 、で、話を聞くと 口が乾くでも水が飲めない というようなもの、 あと食欲がないとか眠たいとかですね で、飲食労倦が入っているのかな食い過ぎしているのかなと聞くと、まぁ、暴飲暴食はその時していないと答えられて 、色々やることがあって忙しいと 、まぁ、労倦はあるな、という感じでした、で、診断していくと 難経で言えば、労倦による、体重節痛かなという風に考えていましたど 、この時その、六気で考えてみようかなと 思ってですね、ま、脾の太陰湿土、湿邪がですね、そういう影響を、湿邪の影響を受けたんではないのかなと考えて治療しまた 。で、太陰の脈は、さっき本田先生が言いました沈脈だということなので 、沈んでた。で、それで、 説明がつくなと言うふうに思いました 。で、その時は数脈だったので、陽経を考えてですね、九難ですかね、あの、遅かったら陰経、 速かったら陽経に病あるという事で、考えていますので、 えー陽経に邪が入った、で、足の三里に、これ合土穴ですよね、営の部の邪を処理するということで治療していきました。 この六気の治療もあまり、こう、 まだ日が勉強して日が浅いので、こんな感じなんですが 、あの結構当てはまる人には当てはまっているのかなという感じを受けています 。 はい以上です。 

M：えーと、沈の脈でしたよね（N：沈の脈です）で、それを六気で当てはめられて、（N：はい）太陰湿土ということで、数脈だったんで、えー胃経を使われて合土穴、三里を使われたということですよね。 （N：はい）で、結果、脈はどうなったんでしょうか。

N：脈は表面の張りが出てきてですね 、そして少し浮いてきたという感じです。 

M：なるほど、わかりました。 えー方向性としては非常に、 良い方向性に、えー 計算通りには入ってるようですよね、 （N：とりあえずは）はい。えー今、あの、こういう治験を発表されましたけど、皆さん何か質問ありますか、 山崎先生、大丈夫ですか。 （山崎：長くなる）そんなに長くなるの、 （N：忘年会の時に）忘年会、ははは、猪上先生、どうぞ。

猪上：猪上です。（N：はい）勉強不足で何か言われてしまうかもしれませんが、えっと、先ほど、沈数と、数だと陽経という話ですが 、単純に考えて沈だと陰もいいのな、数だから陽っていうのは、すみません、私よく分からなくなってしまいました （N：はい）で、沈って言っているんだから、それで陰陽を決めるのかなと、ちょっとを思っていたんですけど違うんでしょうか。 

N：あのーまず、浮沈で言うのは、浅いところに邪があるか、深いところに邪があるか、ていうのを僕は診ています。 浮沈では。あの陰経に邪があるとか陽経に邪があるということは、あの、関係はあると思いますけど 、今そこでは診ていないですね、そして 、あと速さでは陽経に入ったか陰経に入ったかっていうのを判断しています。

M：あのー補足します けどね、 難経の９難にそのようなことが書いてあるんですね、 えー要するにあの、 数脈は腑病、遅脈は臓病って書いてあるんですね、で、 それを利用していると思ってください。 それと、まー浮沈に関しては、いろんな説があったり、 それから遅数に関しても色んな考え方があるんです 、例えば霊枢なんかの遅数ていうのは 、霊枢九鍼十二原篇がありますよね 、あの中で、その針の手法って言うことを、その遅数で分けていると 、例えば、冷えた病症であればゆっくり鍼をしなさいと、 それから熱のある病症であれば、なんですか、すぐに鍼を抜きなさい、というようなことが書いてあるんですよね 、だから、遅数といいながらも 、いろんな、あの、どういうんですか 、アプローチの仕方があると 、えーあのー、大阪漢方では、あの、難経の九難を割合大事にしていますので 、えー沈んでいても数なら、とりあえずは陽経を触ってみようと、それによって陽気が、えー どういうんですかね 、安定しながら出だしたら、沈という状態も改善できるのではないかと 、言うような考え方もできるんです、それから沈という原因も取ることによって、例えば、蔵という考え方もありますよね 、それから寒湿と言うような邪が入っても、どうしても沈になる傾向がある、で、その物を取ってやることによって脈が普通になる、 上がってくることもありますよね。 それから、えー精気論レベルから言いますと 、陽虚証、というような感じになると、 脈は沈む。だから、陽虚証であるから、陽気を補ってやろうと言うことで 、えー脈を上げていくと浮かしていくと沈という状態を改善すると、言うようなこともできるわけですよね、だから一つの条件、 ひとつ提示された条件でも、いろんなアプローチの仕方がある、で、この場合、例えば沈であって数であると、えー沈を基本にやる方法があるでしょうし、それから数からアプローチする方法もある。臨床家の言うてみれば 、えーセンスと言いますか、幅の広さ、狭さ、そういうものにつながると思います 。こんな感じでどうでしょう、猪上先生。 

猪上：わかりました、確かに９難にそのようにしっかり書いてありますので。

M：またそれも、臨床をやってみてください （猪上：はい）僕でも大阪でもそうなんですけど、そういうもので確かめながら、一歩一歩歩んでいるのが現状なんでね、大阪がやっているのはすべて臨床に当てはまるかどうかは分かりませんけど 、難経はそういう一つの標識を出してくれています。それに沿って 、えーやるのが、まー臨床家かなと思っています。 よろしいでしょうか（猪上：はい、ありがとうございました。） ほかは。あと十分。えっと、中本先生、それで終わりですか。 （N：終わりです）じゃ、次。ささっといける。

H：はい、次ですね、大きな4番の四診法と難経４９難という診察に入ります。 あの四診法ということで、望聞問切を使うわけなんですけど、 あの望診はですね、色とか診ていくわけですし、 聞診は声とか臭いですね、 問診は、この難経６１難に記載されているものはですね、味を聞くことが主になります、あとはですね、液ですね、汗とか涎とか涙とか、一応聞ける範囲では聞きます。切診は基本的に脈診を大事にしているということで 、この４９難はですね、この四診法をすべて使っている診察法になるので、とても使いやすい診察になります 。えーと４９難にはですね、脈診と病症と、色、臭、味、声、液ですね、四診法で診ていくものが入っているということになります。で、４９難を見ていくのに、秋の季節でありましたら寒邪と言うものが、関係が深いので 、寒邪というものを診ていくようにしています。この季節ですね。 で、肺との関係からもですね、燥邪も一緒に診ていくようにしています 、で、あの、この四診法なんですけど、普通に診察するとですね 、全部の情報を取り入れがちになってしまって 、結構迷ってしまうことが多いと思います。 あの色を診たりですね、臭いとか味を全部聞くと、絶対に混乱してしまうので、まずこの秋という季節を大事にして、寒邪から診ていくという事も一つの方法だと思います。 そうするとですね、 寒邪というものはですね、何が兆候として現れるのかということなんですけど、 声に現れるんですね 、だからまず声はどういうものなのかと言うことを確かめると言うことになります。 でも声ってなかなか種類があると分かりづらいですよね 、ま、その次が、 例えば脈診です。 えー濇脈というものを寒邪の影響を受けた場合は打ちますので 、これを診ると寒邪の影響があるかもしれない 、あるというふうに診ます。それから声を確かめるということもできますます。 それでもまだ声がわからない場合はですね、 本当に寒邪が体を犯しているということを尺膚診、手の前腕全面ですね、そこの手触りを診ていきます。これはお腹でもいいと思います そこの手触りでザラザラしているんですね、そういうものは脈と 、脈の濇脈と一緒の情報が確認できますので、訳が分からない場合は 、あの、尺膚のザラザラを診て行くということにすると 、一つ分からなくてもですね 、えー寒邪の影響を捉えることができる、と言う難経のありがたい診察法ですね。 で、病症もですね、秋としての病症もありますし、４９難にはですね、あの、今お話ししてきた喘欬寒熱とかですね、そういう悪寒するという病症もありますので、それも参考にしてみていくと確認しやすいということになります。 で、ちょっと早いのですけど、診察例ですね、少しお話ししたいんですけど、 あの、この患者さんはぎっくり腰てきた患者さんです。 えー買い物に行ってたくさん歩いて腰の調子が何かおかしいな、と思ったらしいのですけど、そのまま登山に行かれたそうですね、 で、帰ってきた次の日 、まぁ、腰が全く動かない、ぎっくり腰になってしまったということで 、まぁ、急性と言うよりも２、３日、１日、2日ですかね、してから治療室に来られたんですね、で、あのぎっくり腰とか症状が激しい場合はですね、あの、傷寒みたいな、58難ですね、これを参考にして治療することが結構多いのですけど 、そこまで、そういう状況では ないと思いまして、４９難を参考に治療、えー診察しました。 えー最初腰が痛いということで体重節痛がある飲食労倦の邪を疑ったのですけど、脈がですね、浮で数で濇で実、だったんですね。寒邪の影響を受けたんだろうなと思って診ました。濇脉があることからですね、声に注目したんですけど、 なかなかこれといった声というのは分からなかったんですけど、結構自分の痛いところを ハキハキ喋るので、呼ぶような声、言うような声、えーま、歌うというところまではいかないんですけど 、そのあたりなのかなと 言う感じですね。 でもそこでは、 どこの蔵に寒邪が影響したのかは分からないので 、その次に六部定位の脈診で、寸関尺のどこに濇脉の影響が一番出ているのか 、ということを診ました。そうすると左関上に濇脉がですね、えーこの全体脈状の中の浮、数実濇というのがありましたので、肝胆に寒邪が入ったのではないのかなと、いう見立てをしました。あと、この寒邪がですね、 本当に確認できるのかと言うことで、尺膚ですね、前腕全面だとかお腹を触ってみるとザラザラしているものもありましたで 、これは寒邪と確定してですね、治療することにしました。 脈が数なので、陽経を使ったという事です。それも陽経もですね、 井金穴と経火穴の両方が、二つ使うツボがありますので、井金穴と経火穴の両方を触って比べてみました、で、どれが一番濇脈が 改善するのか確かめたと いうことです。そうすると井金穴の方が数が、数じゃない、あっ数も良くなりまして、濇脈もですね、ザラザラして手触りが悪かったものがですね、滑らかになってきたので 、しかも尺膚とかのザラザラも良くなってきたということで、このツボを使うことにしました。 ちょっと早かったけど以上です。 

M：えーと治療は。中本先生、ある。それじゃ、ぱぱっといって、ぱぱっと。

N：では、49難の治療法に移ります。寒邪にやられますので声に現れますよね 。それは49難に書いてあります。 9月に入って急に声に異常のある方が増えたような感じがします。 鼻声も含めまして、 そう言う感じですね。えー治療がうまくいくと当然声質とか、その鼻声もましになるので 、まぁ、寒邪が取れたな、と言うふうにわかりやすいかな、と思います。 肝に入れば、呼ぶような、叫ぶような、上から押さえるような声ですかね、 呼ぶという声、心に入るとペラペラ喋るとか、なんかようわからんことを言う譫言妄語とかが出てきます。し、脾に入ると歌うというような感じの喋り方、肺はさっき言った哭くような声ですね、悲しそうな喋り方をする、腎だったら呻くと言うことですね。で、そういう風な状態の声になります。で、僕もあとはその13難の重要に、 重要視して います。で、この脈がですね、だんだんしぼんで締まり、 締まりと言うか旺盛な脈が、ちょっとこう抑えられる感じの脈になってきていると、きているのと同じように、この尺膚の状態も同じように8月とか7月はちょっと腫れぼったい感じ、熱っぽい感じがしていたのが、陽気が治まってきて、少ししぼんできた 、ちょっとあの、緊張している、緊脈 ていうのが出てくるんですけど そういう風な状態になります 、で、濇脉が出るとですね、尺膚の状態も濇ですよね、で、これも程度があると思うんですが 、けっこう濇の状態が強い場合は、あの手に砂をかけたような 、手に砂をかけたような ざらっとした感じ、で、弱い場合は、あのてんかふを塗った感じ 、なんか変なザラザラですね、さらッとしているという感じと言うか、そういう手触りになるかなと思います。結構子供に多いかなと思いますね 。どんな場合でも、この手技というのは、その尺膚の触り方でも手早くですね、軽くすることがポイントになるかと思います 。他の時期でもそうなんですが、特に秋では、そういうふうに触れた方が良くわかりやすいかなと思います 。えーと、あとはですね、この症例の3の1の40代の女性なんですが、ま、先月、僕は手技が、あの荒くて良くないとうふうな自分の治療院でですね、良くない、という事を言ったら、山崎先生に指摘されましたよね 、練習、ここで研修している時は丁寧なのに 、と言う風に、言う風な指摘だったと思うのですが、 先月その後の実技では 、森本先生にアドバイスされたのですが、 やっぱり軽くしようって、そればっかり思っていると、押手の指先に力が入ってですね、小指丘がちょっと上に上がって 鍼を持つ、その鍼の押手の方をですね、こう重たくなってしまってしまう。そういう風なことがあったなと。 いう感じが自分の臨床の中で気づいています 。あの、臨床で感じました。で、あの後ですね、そこに注意しながら 、あの臨床を軽くするとですね 、大分まとまってきたなーと言う感じですね。 で、この40代の方にもですね 、一回では、なかなかうまく治療できなかった 、何回もこう手技をしていたものが、あのだいぶ回数が減ってきてですね 、一回の、あの、 瀉の手技がですね、えーかなり時間の短縮になって、ま、患者さんも当然良くなって 、と言うようなことが起こっています。そして、えーこの方はですね、陰の部に、営の部に寒邪が入ったので、衛を退けてですね、営をする必要がありました。で、この衛を退ける作業って言うのは、えーほんと、軽く、やらないといけない 、えっ例えば、その、深いところにあるから言うて、かなりこう、衛の、衛もいっぱい退けるとですね、あまり良くないんですよね 、あの、三菽の重さっていうんですかね、それよりもっと軽い所かもしれない、じゃないですけど、それをま、切るという、経に、経を切るような方向で退ける、そういうことを、今、僕はやっています 。先月、森本先生の手技ではツボの上で指をくるっと回すという方法も出てきてやっているんですが、 まだ手がぎこちない かなという感じですね 、それも一緒に練習しているところです。 それで、えーまぁ患者さん、この40代の女性の患者さんは、その手の手技が荒くてですね 、邪も退けたかもしれないですけど、精気の、精気も一緒に抜いていたかな、と、そういう可能性があったと思っています 。で、この方はですね、精気の虚から考えていくと、先ほども、うー先ほどの例でもあったようにですね、肺の気の司っている気とかですね、呼吸に、えー呼吸を司っているで肺は、その肺を助けて、で、行くと、言うようなことになります。精神的な作用では 悲しいとか憂うというものが ありますので 、えーその辺が元気になっていくと言っていることも 、ちょっと泣き言も言わなくなった、というようなこともあります。 で、以上です。
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